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会そのものの土台を構成している ｢社会的価値｣ を破壊してしまうという点である｡ この点に
















このように見てくると､ グローバリズムは､ たんに ｢経済｣ や ｢市場｣ の問題だけではなく､
それは ｢社会｣ や ｢文化｣ の領域の問題として考察される必要がある｡
ここにおいてポランニー (	) の議論に注目しておこう｡ 周知のようにポランニー
は､ 経済を､ ｢生活の経済｣ と ｢交換の経済｣ とに区別する｡ 一般に経済学が規定する経済と
は､ 主として利益動機に基づくところの生産と交換である ｢交換の経済｣ を意味しており､ 今
日の市場経済はこうした ｢交換の経済｣ のかつてない大規模な表出である｡ これに対し､ ポラ
ンニーの理解する ｢生活の経済｣ とは､ 人間の生存のための物質的代謝をめぐる集団的な生産
と配分のプロセスであり､ そうした人間の集団的な生存を確保するために､ さまざまな慣習的
規則や自生的な規制をそなえている｡ 換言すれば､ ｢生活の経済｣ とは ｢社会｣ そのものでも
ある｡ そして自由市場の拡大は､ 労働を流動的な商品に変え､ 特定の土地から切り離すがゆえ
に､ 生活の不確定性を強いるものである｡ その結果､ 市場経済は､ 生活の安定を確保するとい
う生存の要請から､ ｢生活の経済｣ の側からの抵抗に出会うことになる｡ ポランニーはこれを
｢社会の防衛｣ とよんだ２)｡ このポランニーの考え方に従えば､ 今日のグローバル市場の問題
は､ ｢市場の経済｣ と ｢生活の経済｣ の間の対立であり､ すなわち ｢経済｣ と ｢社会｣ の抗争
でもあると言えよう｡
したがって､ グローバリズムはもはや経済の問題だけではなく､ 社会生活や文化の次元で理
解されなければならない｡ たとえば､ リッツァ (








一般にグローバリゼーションとは､ 地球規模での国境を越えたヒト､ モノ､ カネ､ 情報､ 文
化などの交流の拡大と､ 必ずしも国家を介さない､ さまざまな越境的主体の移動と活動の増大
を意味している｡ そして都市のグローバル化は､ ｢世界都市｣ の浮上や､ 都市の多民族化・多
文化化をもたらしている｡
いまや異なる諸主体や諸階層が交流する現代都市は､ ｢グローバル｣ と ｢ローカル｣ の共振
によって多様な都市的世界を創り出している｡ これに伴って､ 都市社会学も､ 従来の ｢一国社
会学｣ の枠組みすなわち国民国家内部の研究にとどまらず､ ｢ナショナルなもの｣ を越えるパ
ラダイムが求められるようになってきている｡ とりわけ1980年代半ばになって､ 多国籍企業に
よる海外活動の大幅な拡大によって､ ｢生産と労働のグローバルな再配置｣ が進展し､ そのグ
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ローバル経済の結節点として急成長を遂げた世界中枢都市を ｢世界都市｣ と位置づける研究が
始まった｡ たとえばサッセン () によれば､ 製造等の仕事は地理的に拡散するのに対





る｡ 同時に1980年代以降は､ 地球規模での移民・難民が急増し､ ｢グローバル・マイグレーショ
ン｣ とよばれる現象も進行している｡ 日本においても外国人居住者が急増し､ 都市内部に多様
な文化やエスニシティの混在が見られるようになっている｡
このように見てくると､ 元来都市は ｢異質性｣ を本質的要素として有しているが､ グローバ
ル化は階層性や多文化性に見られる都市の ｢差異｣ を一層促進しているといえる｡ ここで重要
なことは､ 都市における ｢差異｣ をめぐるさまざまな社会関係や価値観が創出されている点で
ある｡ その社会関係には二つの側面が見られる｡




二つには､ さまざまな ｢差異の相互承認｣ あるいは ｢社会的包摂｣ としてあらわれる過程で
ある｡ すなわち多国籍企業の本拠地としての ｢世界都市｣ ではなく､ 外国人居住者や多様な市









る｡ とりわけ文化の次元で問題となるのは､ 地域の個性の喪失であり､ ローカルな個性や特色
を維持していくことが ｢大交流時代｣ における重要な課題となる｡ たとえば観光という分野に
おいても､ その地域にしかない文化､ 食材､ ライフスタイルがあってこそ交流を楽しむことが
できるのである｡
ところで21世紀は ｢都市の時代｣ ともいえる世紀である｡ 人類史を振り返ってみると､ 20世
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紀末までは､ 地球上の人口の過半数は農村に居住していたのであり､ いわゆる ｢農村型社会｣
であった｡ しかし21世紀に突入した現在､ 国連統計によれば､ 農村居住人口よりも都市居住人
口の方が多くなっており､ まさに人類は ｢都市型社会｣ の時代に入ったのであり､ 人間活動の
中心舞台は都市となったのである｡
さて都市は､ 人と人との交流を通して魅力ある都市文化を創造していく舞台であると同時に､
犯罪や社会解体現象が集中する空間でもある｡ 社会学的に整理すると､ ｢都市的なるもの｣ は､
三つの要素からとらえられる｡ 第一に､ 都市は ｢匿名社会｣ であり､ 物理的近接と社会的距離
の遠隔化によって､ 第二次的接触が優位となる社会である｡ 俗に言う人間関係の希薄化であり､
このことは都市の人間に ｢自由｣ と ｢孤独｣ の両面をもたらす｡ 第二に､ 都市は ｢都市的生活
様式｣ とよばれる特色ある生活様式を形成しており､ 商品消費と集合的消費を基盤とする相対
的に豊かな生活が展開され､ 店舗・会社・役所等の専門処理機関による専門処理サービスによっ
て高い利便性が維持されている｡ そして第三に､ 都市は社会心理的統一性としての ｢都市的統
合性｣ を有しており､ たとえば都会人特有のアーバン・パーソナリティが育まれる場所でもあ
る｡
いずれにせよ都市は大量の人口が集中する場所であり､ その経済的理由は ｢集積の利益｣ に
求められるが､ 人間文化論的次元で考えると､ 都市は ｢夢｣ と ｢不安｣ が交錯する場所でもあ
る｡ たとえば農村から都市に移住する者の心の中には､ 都市への ｢あこがれ｣ と ｢おそれ｣ が
微妙に混在する｡ そして都市への観光者の場合には､ この中の ｢夢｣ や ｢あこがれ｣ の占める
ウェイトが大きいと言えよう｡
さて21世紀は都市の時代であると同時に､ ｢観光の時代｣ でもある｡ 1970年に創設された









ところで観光とは､ 一般的に ｢楽しみを目的とする旅行｣ と理解されているが､ ｢観光｣ と
いう言葉の語源は､ 中国の占いの教科書である ｢易経｣ に由来しており､ ｢旅行者は他国の文
化を仰ぎ見る､ 住民は自国の文化を誇らかに示す｣ という意味を有している｡ すなわち観光の
目的は文化の交流にあることを示している｡ ちなみに ｢ツーリズム｣ という言葉は､ ラテン語




は､ 人と人とが無数に交わり､ それゆえ ｢物語｣ がたくさん堆積する場所である｡ 都市には､
パリのエッフェル塔やロンドンのウェストミンスター寺院を持ち出すまでもなく､ 壮大な建造
物があるだけでなく､ その歴史の物語や文化の堆積があり､ それらを求めて人が集まるのであ
る｡ その意味において､ もともと観光は都市観光であったとも言える｡ 今日のような田舎や自
然の風景を愛でる行為としての観光は近代になってからのことである｡ 観光の原義は ｢国の光
を見る｣ であり､ 人間の栄華を見ることである｡ したがって､ 観光の歴史をたどれば､ まず都
市観光があり､ のちに自然・農村観光が生まれたのであって､ とりわけ西洋ではその傾向が顕
著であったと言える｡ たとえば18世紀のイギリスにおいて流行したグランドツアー (大観光)
の時代の目的地はローマであった｡ そしてこうした観光を動機づけるものは､ ｢日常｣ と ｢非
日常｣ との対立､ あるいは ｢俗｣ と ｢聖｣ の対立であり､ 観光動機の根源に非日常性への希求
があると言えよう｡




れば､ たちまちのうちに ｢観光地｣ が出現する｡ ディズニーランドのようなテーマパークにと
どまらず､ 日常の買い物空間､ レストラン､ ターミナル､ 古びた市場までもが､ 非日常空間に
変身することがある｡ すなわち空間のイメージ化を非日常的に変化しようという作業が､ 不断
に都市空間を変化させ､ 都市空間全体がディズニーランド化されつつある｡ 我々は人工的に観




を経済エンジンとして､ グローバルな都市ヒエラルキーの頂点に立つ ｢グローバル都市｣ は､
都市の内外に社会的地域的格差を生みだし､ 拡大してゆく｡ そしてその周辺に移民や日雇いや
非正規労働者の集積する貧困地域を直視し､ そこにグローバル都市の矛盾と限界を示してい
る５)｡ また前述したように､ グローバル化の最大の問題点は､ 不平等を拡大させるだけでなく､
我々の文化としての ｢社会的価値｣ を破壊することである｡
その結果､ 都市の在り方として､ グローバル都市とは異なる方向をめざす動きとして､ ｢コ




への転換の必要性を指摘するところにある｡ すなわち新自由主義的改革による ｢福祉国家｣ の
解体を乗り越えて､ 新しい分権的な福祉社会をめざす社会改革の試みとも共通するところがあ
る｡














最後に都市交流学の課題について､ 二つほど付言しておきたい｡ 一つは､ 都市の文化創造に
おいて､ 消費文化やメディア文化が果たす役割についてである｡ 都市には､ 商業施設､ 教育・
文化施設､ マスメディアなどさまざまな文化装置が存在している｡ そしてこれらの文化装置は､
何らかの文化的なメッセージを媒介し､ 人々と相互に影響を与えあいながら､ 社会を形成して
ゆく存在である｡ したがって､ 百貨店､ 商店街､ ホテルなどをはじめとして､ 遊園地や祝祭､
さらにはインターネットまでを含めて都市文化の創造の過程を展望することが重要になる｡ 二
つには､ 都市交流学の日本的課題として､ ｢縮小社会｣ における地域再生の問題がある｡ 人口
減少社会に突入した日本は､ 限界集落とよばれるような小規模集落の衰退にとどまらず､ 都市
部においても､ ニュータウンのオールドタウン化や､ 地方都市の衰退減少が顕著になってきて


























訳､ 1999､ 『マクドナルド化する社会』 早稲田大学出版部｡
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